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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 4,941 ― △204 ― △229 ― 670 ―

23年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 641百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 16.04 ―

23年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 17,427 6,929 39.8
23年3月期 ― ― ―

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  6,929百万円 23年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― ― ―

24年3月期 ― ―

24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,500 ― 190 ― 150 ― 50 ― 1.20



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.3「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。こ
の結果、当連結会計年度が第1期となるため、前期実績及び前年四半期実績はありません。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 46,184,502 株 23年3月期 ― 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 4,355,870 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 41,828,786 株 23年3月期2Q ― 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による落ち込みから、サプライチェー
ンの復旧に伴い持ち直しの動きが続いているものの、円高の長期化や欧米を中心とした海外経済の減速を
背景に輸出の伸び悩みが懸念されるなど先行き不透明感が増しつつあります。 
 このような状況下、当社グループは、東日本の復興に向けて被害状況の調査とその対策を提案すると共
に、従来より取り組んできた雨水排水や地震対策などの都市防災・ライフラインの再構築関連分野や、落
石防護柵等の防災関連分野に注力してまいりました結果、連結売上高は4,941百万円となりました。 
 利益面につきましては、震災関連として落石防護柵の需要増や製造量の増加による原価低減効果等があ
ったものの、コンクリート製品に関しては、例年どおり出荷が低調な時期であることから売上が伸び悩
み、連結営業損失204百万円、連結経常損失229百万円となりました。また、特別利益として経営統合に伴
う負ののれん発生益918百万円を計上した結果、連結四半期純利益は670百万円となりました。 
 なお、当社は本年４月１日に経営統合により設立された持株会社であり、当連結会計年度が第１期とな
るため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。従って、前年同期比の表示は記載しておりませ
ん。 
  
セグメント業績を示すと、次のとおりであります。 

（コンクリート等製品事業） 
   ① 円形マンホール「ユニホール」やヒューム管等遠心力締固めコンクリート製品につきまして

は、ガラス繊維鉄筋コンクリート管「セミシールドパイプSSP」など一部製品の価格が比較的堅
調であったものの、全体的には需要の減少が大きかったことに加え販売価格も弱含みに推移し、
売上高は1,866百万円となりました。 

   ② ボックスカルバート等振動締固めコンクリート製品につきましては、主要な雨水排水管路であ
る「SJ－BOX」及びエレベーター部材「ラクシス」が好調に推移し、売上高は899百万円となりま
した。 

   ③ 防災製品につきましては、斜面防災用の「PUC受圧板」の他、「MJネット」や「ループフェン
ス」等の落石防護柵が震災関連需要もあり増加するなど堅調に推移し、売上高は428百万円とな
りました。 

 その他、商品売上987百万円を合わせまして、当第２四半期連結累計期間におけるコンクリート等
製品事業の売上高は4,182百万円、営業利益は12百万円となりました。 

（工事事業） 
 工事事業につきましては、コンクリート製品の据付工事及び防災工事共に伸びず、売上高は129百
万円、営業損失は26百万円となりました。 

（セラミック事業） 
 セラミック事業につきましては、引き続き堅調に推移し、売上高は515百万円、営業利益は72百万
円となりました。 

（その他事業） 
 その他事業につきましては、工事資材事業が堅調に推移したものの、RFID事業が震災に伴う 
投資計画の先送りなどの動きから伸び悩み、売上高は115百万円、営業損失は14百万円となりまし
た。 

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として上半期（第１四半期及び第２四半期）に比べ下
半期（第３四半期及び第４四半期）における出荷高の割合が大きいため、連結会計年度の上半期と下半期
の売上高に相当の相違があり、その結果、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は17,427百万円となりました。うち、流動資産は

8,941百万円、固定資産は8,486百万円であります。 
流動資産の主な内容といたしましては、現金及び預金2,563百万円、受取手形及び売掛金3,442百

万円、商品及び製品2,464百万円であります。 
固定資産の主な内容といたしましては、有形固定資産7,618百万円、投資その他の資産708百万円

であります。 
（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における総負債は10,497百万円となりました。うち、流動負債は
6,061百万円、固定負債は4,436百万円であります。 
流動負債の主な内容といたしましては、支払手形及び買掛金1,973百万円、短期借入金2,480百万

円であります。 
固定負債の主な内容といたしましては、長期借入金2,065百万円、退職給付引当金973百万円であ

ります。 
（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は6,929百万円となりました。なお、自己資本比率
は39.8％、１株当たり純資産額は165.66円となりました。 

（キャッシュ・フローの状況の分析） 
当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、2,525百

万円となりました。 
 当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま
す。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は708百万円となりました。これは主に、負ののれん発生益918
百万円及び売上債権の減少1,586百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動により使用した資金は133百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得に

よる支出144百万円及び定期預金の増加32百万円等によるものです。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により使用した資金は437百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済によ
る支出486百万円及び長期借入による収入280百万円等によるものです。 

  

本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき予想しました結果、平成23年８月10日に発表し
ました業績予想値に変更はありません。 
なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

  

該当事項はありません。 

当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を
完全子会社とする共同持株会社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、該当事項
はありません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,563,387

受取手形及び売掛金 3,442,715

未成工事支出金 29,550

商品及び製品 2,464,893

仕掛品 109,264

原材料及び貯蔵品 271,268

その他 120,439

貸倒引当金 △60,474

流動資産合計 8,941,043

固定資産

有形固定資産

土地 5,078,277

その他（純額） 2,540,588

有形固定資産合計 7,618,865

無形固定資産

のれん 72,156

その他 86,676

無形固定資産合計 158,832

投資その他の資産

その他 867,437

貸倒引当金 △158,899

投資その他の資産合計 708,537

固定資産合計 8,486,236

資産合計 17,427,280

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,973,767

短期借入金 2,480,000

1年内返済予定の長期借入金 686,536

1年内償還予定の社債 370,000

未払法人税等 21,249

賞与引当金 76,157

その他 454,245

流動負債合計 6,061,956

固定負債

社債 20,000

長期借入金 2,065,912

退職給付引当金 973,259

役員退職慰労引当金 178,320

負ののれん 60,207

その他 1,138,339

固定負債合計 4,436,038

負債合計 10,497,994
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000

資本剰余金 500,000

利益剰余金 3,516,941

自己株式 △326,889

株主資本合計 5,690,052

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,041

繰延ヘッジ損益 △5,059

土地再評価差額金 1,236,251

その他の包括利益累計額合計 1,239,234

純資産合計 6,929,286

負債純資産合計 17,427,280
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 4,941,796

売上原価 3,995,539

売上総利益 946,256

販売費及び一般管理費 1,150,660

営業損失（△） △204,403

営業外収益

受取利息 590

受取配当金 8,614

持分法による投資利益 3,143

負ののれん償却額 6,020

貸倒引当金戻入額 19,052

その他 54,049

営業外収益合計 91,471

営業外費用

支払利息 78,563

創立費償却 15,390

その他 22,259

営業外費用合計 116,213

経常損失（△） △229,146

特別利益

負ののれん発生益 918,038

その他 46,203

特別利益合計 964,242

特別損失

たな卸資産評価損 20,741

過年度退職給付費用 11,799

その他 10,692

特別損失合計 43,233

税金等調整前四半期純利益 691,862

法人税、住民税及び事業税 22,980

法人税等調整額 △1,902

法人税等合計 21,078

少数株主損益調整前四半期純利益 670,783

四半期純利益 670,783
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 670,783

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △34,319

繰延ヘッジ損益 4,828

その他の包括利益合計 △29,490

四半期包括利益 641,292

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 641,292

少数株主に係る四半期包括利益 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 691,862

減価償却費 268,988

のれん償却額 10,308

負ののれん償却額 △6,020

負ののれん発生益 △918,038

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,360

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,362

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,983

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,050

工場閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △38,475

受取利息及び受取配当金 △9,204

支払利息 78,563

持分法による投資損益（△は益） △3,143

投資有価証券売却損益（△は益） △2

為替差損益（△は益） 4,135

固定資産除売却損益（△は益） △18,346

売上債権の増減額（△は増加） 1,586,377

たな卸資産の増減額（△は増加） △206,765

仕入債務の増減額（△は減少） △553,603

その他 △74,073

小計 801,496

利息及び配当金の受取額 14,204

利息の支払額 △77,167

法人税等の支払額 △29,613

営業活動によるキャッシュ・フロー 708,920

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △32,000

有価証券の取得による支出 △1,369

有価証券の売却による収入 4,286

有形固定資産の取得による支出 △144,878

無形固定資産の取得による支出 △374

有形固定資産の売却による収入 35,645

貸付けによる支出 △3,830

貸付金の回収による収入 7,321

その他 1,259

投資活動によるキャッシュ・フロー △133,940
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △196,000

長期借入れによる収入 280,000

長期借入金の返済による支出 △486,568

社債の償還による支出 △10,000

リース債務の返済による支出 △25,139

自己株式の取得による支出 △106

財務活動によるキャッシュ・フロー △437,813

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,135

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 133,030

現金及び現金同等物の期首残高 2,392,856

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,525,887

ゼニス羽田㈱(5289)平成24年3月期　第2四半期決算短信

9



当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

 当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社
を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、当第２四半期連結累計期間末に
おいて資本金は20億円、資本剰余金は５億円、利益剰余金は3,516百万円、自己株式△326百万円とな
っております。なお、発行済株式数は46,184千株となっております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

 当社は、平成23年10月28日開催の取締役会におきまして、羽田コンクリート工業株式会社との経営
統合の検討開始を柱とした、包括的業務提携に関する基本契約書を締結することを決議し、同日締結
いたしました。 

１．提携の目的 
 開発力の強化、生産拠点の効率的な運用、取扱製品の一部相互活用、原材料調達の共同化を実現す
べく包括的業務提携を行うことといたしました。さらに、生産拠点の再編ならびに一体的販売体制の
強化拡充によって、より収益力を高め、競争力の強化を図るものであります。 

２．提携内容 

 (1)業務提携 
 ①生産提携 

 両社の生産拠点の業務を集約化或いは相互に生産委託するなどし、既存設備の稼働率向上を図
る。 

 ②販売提携 
 両社の製品を取り扱うことにより、販売アイテムの増加を図り、取引先の利便性向上に資する
ものとする。 

 ③原材料調達 
 共通する資機材の共同購入などを通じ、調達力の強化を図る。 

 (2)資本提携 
 両社はグループ間ですでに株式の持合いを行っておりますが、業務提携を進めていく上での両
社の一層の安定した信頼関係を構築するため、羽田コンクリート工業株式会社の株式500,000株
（8.2%）を、同社社長から平成23年10月31日に取得いたしました。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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